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AGC グループに関するใを
෯く、詳しく、タイムリーにൃ信

AGC グループが果たす
社会的責任をཏ的にใࠂ

˔ใࠂ対期ؒ 2016 年（2016年1݄ʙ12݄） Ұ部のใは
 2015 年および201� 年の内༰をؚΈます。

˔ใࠂ対組織 Ѵ（ג）ࢠおよび連結対のࠃ内֎グループ会社204 社

201�年4 （݄લ回ൃ行 2016年4݄）

কདྷʹؔ͢Δ༧ଌ・༧・ܭըʹ͍ͭͯɹຊレポートは、ฤूஈ֊でೖखできる࠷৽のใに基ͮいて作成していますが、কདྷ予ଌなどのใについては、事業環境の変化などにより、結果や事
が予ଌとはҟなる可能性があります。あらかじめごྃঝください。

ؔ࿈ใɹɹ8EB このマークがいている内༰は、関連ใが「AGC Ѵࢠホームページ」（www.agc.com）に掲ࡌされています。
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কདྷを見ਾえ
自らのྖҬをえたࢹを持ち
現状にຬͤͣくなきֵ৽をٻし

は、AGCグループのすべての事業活動、社会活動を؏く企業ཧ೦です。
には、࣍のいがࠐめられています。

グループ全体が持つେきなજ在ྗをൃشし、ੈ քに価値を提供し続けます。

໋ͷͪͨࢲ
"($άϧʔϓ͕ੈのதにఏڙすΔきՁɺ
άϧʔϓのଘࡏҙٛ

؍ͷՁͪͨࢲ
"($άϧʔϓのશһ͕ɺ͋ らΏΔߦಈのૅجͱして
えํߟ༗すΔॏཁなڞ

ͷスϐϦοトͪͨࢲ
"($άϧʔϓのશһ͕ɺੈ 代をえてड͚͗ܧɺ
࣮ફしていく"($のجຊਫ਼ਆ

"($άϧーϓϏδϣン

؍のՁͪͨࢲ

ֵ৽ͱӽɹΠϊϕʔγϣϯ���ΦϖϨʔγϣφϧɾΤΫηϨϯε
。しますٻの֓೦ΈにͱらΘれないൃͰɺৗにֵ新తなٕज़ɺɺαʔϏεをط˔
˔ৗに͓٬༷のࢹにཱͭͱͱもにɺ社会ࢢのมԽを༧ଌしɺજࡏతɾকདྷతな͓٬༷のχʔζにԠえΔɺ
新ͨなՁをしଓ͚ます。
˔ ら͋ΏΔ׆ಈに͓いてߴ࠷のޮͱ࣭をࢦしてෆஅのվળをߦいɺৗにɺ࣮ 。をしますࣄのߴ࠷しಘΔݱ

しɺ͓ڙɾιϦϡʔγϣϯをఏࡐづくಠࣗのૉجज़にٕ࢈ɾੜࡐいૉάϧʔϓɺ෯$)"ͪͨࢲ ٬༷ͱظతな৴པؔをஙきɺ
͓٬༷から࠷ॳに͕かかΔଘࡏͰ͋りଓ͚ます。ͦしてɺ͓ ٬༷社会にͱͬ てʠແくてならないʡをఏڙしଓ͚ɺ
いͭもͲこかͰɺੈ քதのਓʑのらしをࢧえます。

ଟ༷ੑɹμΠόʔγςΟ
˔ଟ༷なྗɺੑݸをݸͨͬ࣋ʑਓを
ଚॏしɺࠃ੶ɺੑ ผɺܦ歴にこͩ Θらない
άϩʔόϧܦӦをల։します。
˔ਓछɺຽɺफڭɺޠݴɺࠃ੶に
こͩ Θらͣɺଟ༷なจԽをଚॏします。
˔ৗにҟなͬ 。をଚॏしますݟɾҙࢹͨ

ɹΤϯόΠϩϯϝϯτڥ
˔ળきࢢٿຽͱしてɺࣗ વͱのௐを
ࢦしɺ࣋ଓՄな社会づくりに
貢献します。
˔҆શͰ݈߁తな৬ڥの্に
Ίます。

࣮ɹΠϯςάϦςΟ
ͱऀづきɺ͋らΏΔؔجに؍いྙཧߴ˔
ಁ ɾ໌ެ ਖ਼なؔをஙきます。
˔๏ྩ੍نを֨ݫに९कします。
˔ఏڙすΔ ら͋ΏΔɾαʔϏεに
ͭいてɺ͓ ٬༷のຬͱ৴པを
ಘΔͨΊのをશ し͏ます。

Λߏ͢Δ�ͭͷཁૉ

�

"($ɺ͍ ͭੈքͷେࣄͳҰ෦
ʙಠࣗのૉࡐɾιϦϡʔγϣϯͰɺい もͭͲこかͰੈքதのਓʑのらしをࢧえますʙ

のεϐϦοトͪͨࢲ

ʠқ͖ʹ ͳ͡ ·ͣ ͖ʹ ͭ͘ ʡ
1�0�年にѴࢠを設した࡚ؠढ़ከがএえた業のਫ਼ਆです。

໋のͪͨࢲ

໋ͷͪͨࢲ

ɺ͍ ͭੈքͷେࣄͳҰ෦
ಠࣗͷૉࡐ・ιϦϡーγϣンͰɺ

͍ͭͲ͔͜ͰੈքதͷਓʑͷΒ͠ Λ͑ࢧ·͢
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将来を見据え
自らの領域を超えた視点を持ち
現状に満足せず飽くなき革新を追求し

は、AGCグループのすべての事業活動、社会活動を貫く企業理念です。
には、次の想いが込められています。

グループ全体が持つ大きな潜在力を発揮し、世界に価値を提供し続けます。

私たちの使命
AGCグループが世の中に提供するべき価値、
グループの存在意義

私たちの価値観
AGCグループの全員が、あらゆる行動の基礎として
共有する重要な考え方

私たちのスピリット
AGCグループの全員が、世代を超えて受け継ぎ、
実践していくAGCの基本精神

AGCグループビジョン

私たちの価値観

革新と卓越　イノベーション & オペレーショナル・エクセレンス
●既成の概念や枠組みにとらわれない発想で、常に革新的な技術、製品、サービスを追求します。
●常にお客様の視点に立つとともに、社会や市場の変化を予測し、潜在的・将来的なお客様のニーズに応える、

新たな価値を創造し続けます。
●あらゆる活動において最高の効率と品質を目指して不断の改善を行い、常に、実現し得る最高の仕事をします。

私たちAGCグループは、幅広い素材・生産技術に基づく独自の素材・ソリューションを提供し、お客様と長期的な信頼関係を築き、
お客様から最初に声がかかる存在であり続けます。そして、お客様や社会にとって“無くてはならない製品”を提供し続け、
いつもどこかで、世界中の人々の暮らしを支えます。

多様性　ダイバーシティ
●多様な能力、個性を持った個々人を

尊重し、国籍、性別、経歴にこだわらない
グローバル経営を展開します。

●人種、民族、宗教、言語、国籍に
こだわらず、多様な文化を尊重します。

●常に異なった視点・意見を尊重します。

環境　エンバイロンメント
●善き地球市民として、自然との調和を

目指し、持続可能な社会づくりに
貢献します。

●安全で健康的な職場環境の向上に
努めます。

誠実　インテグリティ
●高い倫理観に基づき、あらゆる関係者と

透明・公正な関係を築きます。
●法令や規制を厳格に遵守します。
●提供するあらゆる製品・サービスに

ついて、お客様の満足と信頼を
得るための責任を全うします。

を構成する3つの要素

®

AGC、いつも世界の大事な一部
～独自の素材・ソリューションで、いつもどこかで世界中の人々の暮らしを支えます～

私たちのスピリット

“易きになじまず難きにつく”
1907年に旭硝子を創設した岩崎俊彌が唱えた創業の精神です。

私たちの使命

私たちの使命

、いつも世界の大事な一部
独自の素材・ソリューションで、

いつもどこかで世界中の人々の暮らしを支えます
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AGCグループのྺ࢙は、ࠓから100年Ҏ上લに、

人ʑのらし、わがࠃの࢈業のൃ展にけて࢈ࠃ൘Ψ

ラスの造にઓしたことに࢝まります。Ҏདྷ、Ψラス、

化ֶ品、セラϛックスなどの事業分でٕज़とϊ、ࢠి

ϋをੵし、ݐஙや自動ं、Τレクトロニクスなど෯

、業քιリューγョンを提供してきました。また࢈い

1�50年のインυ進ग़をはじめ、アジア、Ԥถ、そして

ೆถ、த౦と事業展開を進めてきました。現在では、

ੈք各の従業員が、各ࠃの経ࡁ・社会のൃ展に貢

献しています。このようにモϊͮ くりのڧΈを活かしたಠ

自のૉ材・ιリューγョンを提供し、社会に貢献していく

ことこそ、当社グループのݪです。

ۙ年、われわれをऔりרく経営環境はେきく変化して

います。そうしたなかにあっても、員・従業員Ұ人ͻと

りがݪをれることなく、あらゆるステークホルダーに

プラスの価値を提供していくために、当社グループは経

営方針 を定めています。さらに、この経営

方針のもと、「2025年のありたい࢟」とその実現に

けた長期経営ઓ略を策定しました。コア事業が֬ݻた

るऩӹ基盤となり、ઓ略事業が成長ΤンジンとしてҰ

のऩӹをݗҾするߴ、 ऩӹのグローバル༏良ૉ材

メーカーでありたいと考えています。

当社グループは、ޙࠓもさま͟ まなイϊベーγョンを

ग़し、社会にとってʠແくてはならないଘ在ʡとして、৽た

なιリューγョンを提供し続けます。そしてٿ社会のະ

དྷを見つめ、その持続的なൃ展のためにڧい意ࢤを

持ってऔり組Μでいくॴଘです。これからも、AGCグルー

プにどうぞご期待ください。

ද取締役・ࣾ 執行役員$&0

දऔక・ࣾ ࣥߦһC&0

ౡଜ�ୖ࠸

ଟ༷なٕज़を׆かしͨૉࡐɾιϦϡʔγϣϯをఏڙしଓ͚ɺ
ੈքதのਓʑのらしに貢献していきます。

トοϓϝοηーδ

AGCグルーϓɺͪͨࢲ
˔ ੈのத ʮʹ҆৺・̓ શ・շదʯΛ
˔ ͓ ٬ ・༷͓ औҾઌ༷ʹ
ʮ৽ͨͳՁ・ػʯͱʮ৴པʯΛ

һۀै ˔ ʮʹಇ ͼʯΛت͘
˔ ࢿՈのօ༷ ʮʹۀاՁʯΛϓϥε͢Δɻ

経営ํ
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��ຊઓུج

����ͷ͋Γ͍ͨ࢟
ίΞͨݻ͕֬ۀࣄΔऩӹج൫ͱなりɺઓུ͕ۀࣄΤϯδϯͱしてҰのऩӹ֦େをݗҾすΔɺ

ϝーΧーͰ͋Γ͍ͨࡐऩӹͷάϩーバϧͳ༏ྑૉߴ

ϙʔτϑΥϦΦܦӦのపఈにΑΔ
҆ظఆతなऩӹج൫をߏங

ங༻Ψϥεݐ ࣗಈं༻Ψϥε
ʢطଘʣ σΟεϓレΠ

化ֶ品ૅج ϑοૉ化ֶ品 ηϥϛοΫε

��ຊઓུج
ίΞۀࣄ ઓུۀࣄ

"($άϧーϓͷڧΈ

ՃՁϏδωεの֦େにΑΔߴ
のཱ֬ۀࣄऩӹߴ

ϞϏϦςΟ ΤレΫトロ
χΫε

ϥΠϑ
αΠΤϯε

෯ج٬༷͓͍൫ Ψϥε・ి 化・ࢠ ・ֶηϥϛοΫεの
෯͍ૉࡐ技術

ੜ࢈技術։発ྗͱ
ΦϖレーγϣφルΤΫηレϯε

ίΞۀࣄ

ங༻ガϥスݐ ˔ҬɾউてΔҬのબͱूத
˔ϏδωεϞσϧのֵ新にΑりߴɺ సۀࣄޮ࢈ࢿ

ࣗಈं༻ガϥスʢطଘʣ ˔ΤίΧʔɾࣗ ಈӡసԽに Ψ͏ϥεのػߴԽχʔζのରԠ

σΟスϓレΠ ˔ӷথ༻Ψϥεのधཁγϑτに͏࠷దੜڌ࢈のߏங
˔新نσΟεϓϨΠ༻్のల։

ηϥϛοΫス ˔ૉࡐにΤϯδχΞϦϯάͱαʔϏεをΈ߹Θͤͨ新ͨなՁఏڙ
˔౦ೆΞδΞͰのڌߏஙͱάϩʔόϧൢചの֦େ

Խֶૅج ˔ΫϩʔϧΞϧΧϦۀࣄの౦ೆΞδΞͰの ら͞なΔج൫ڧԽ

ϑοૉԽֶ Έࠐのάϩʔόϧधཁ૿をऔりࡐૉػߴ˔

ຊઓུج

த౦ʢΞδΞʣ

౦ೆΞδΞ

ʠ͋Γ͍ͨ࢟ʡ࣮ ຊํج͚ͨʹݱ
AGCグループは、「2025年のありたい࢟」とその実現に

けた長期経営ઓ略を2016年2݄に策定しました。
長期経営ઓ略では、Ψラス、化ֶ品、σΟスプレイ、セラϛッ

クスといった長期安定的なऩӹ基盤となる「コア事業」と、モ
ビリテΟ、Τレクトロニクス、ライϑサイΤンスをターήットྖҬと
したߴい成長を目指す「ઓ略事業」をʠありたい࢟ʡを実現す
るうえでの2つのபに設定しました。ৗにお٬༷からの期待に
応え信頼をߴめ続けることを基ຊに、ઓ略的な.&Aをؚめ
価値ग़・成長にけた資や、資ޮ࢈を重ࢹしたメリϋ
リのある経営資源分を行います。

AGCグループは、これからもお٬༷や社会に価値を提供し
続けߴ、 ऩӹのグローバル༏良ૉ材メーカーを目指します。

⁞�ৗにϚʔέοτࢹにཱͪɺ͓ ٬༷からのظ
にԠえɺ৴པをߴΊଓ Δ͚

 �ίΞۀࣄɾઓུۀࣄͱもɺ0SHBOJD�(SPXUIに
Ճえɺઓུతな.�"�をେにߦいɺ࣋ଓత
をਤΔ

�౦ೆΞδΞͱத౦を໘Ͱͭな͗ɺΞδΞҬの
Ήࠐをऔりߴ

�ϝϦϋϦの͋ΔܦӦݯࢿをపఈしɺޮ࢈ࢿ
のߴいߏۀࣄにసすΔ

現在AGCグループの基װ事業となっているݐங用Ψラス
や自動ं用Ψラス、化ֶ品、σΟスプレイなどのコア事業は、
事業ポートϑΥリΦに基ͮくメリϋリある資源分をపఈしつ
つ、.&Aをؚめた成長資も行い、長期安定的なऩӹ基盤

を構ஙします。
ಛにアジアҬではߴ、 いプレθンスを持つタイやインυネ

γアなどでのΨラスや化ֶ品の事業活動を౦ೆアジアからத
౦（アジア）まで໘でつな͗、アジアҬの成長をAGCグ
ループの成長ػ会としてऔりࠐΜでいきます。

ポートϑΥϦΦܦӦΛపఈ

ظઓུ

ʮίΞۀࣄʯのڧԽͱʮઓུۀࣄʯの֦େͰ
ʠ�0��年の͋りͨい࢟ʡを࣮ݱします。

ۀࣄຊઓུ����コΞج

コΞۀࣄͷڧԽʹج͚ͨຊઓུ

ΞδΞҬʹお͚Δઓུ

ガϥス・Խֶͷجۀࣄ൫Λ
౦ೆΞδΞ͔Βத౦ʢΞδΞʣ·Ͱͭͳ͙Ψϥε

Խֶ

ओཁڌ
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社会のͭな͕りɺ
҆શɾ̓ ৺ɾշద
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ઓ略事業については、モビリテΟ、Τレクトロニクス、ライϑサ
イΤンスの̏ྖҬをターήットとして、よりՃ価値のߴいι
リューγョンを提供していきます。

モビリテΟྖ Ҭでは、自動ंのIC5ʢ�ʣ化やަ通インϑラの
ֵ৽、৽たなΤコγステムの構ஙに貢献するιリューγョンを
提供していきます。また、ΤレクトロニクスྖҬでは、さま͟ まな

ՃՁϏδωスΛ֦େߴ モϊがインターネットでつながるIo5ʢ�ʣ社会を見ਾえ、スマー
トϑΥン用ޫֶ部材やサイネージ関連品・ٕ ज़の提供に
よって、ೖग़ྗσバイスのଟ༷化や通信のߴ化、هഔ体
のີߴ化に貢献していきます。さらにライϑサイΤンスྖҬ
でもઌ進ҩྍやকདྷةዧされる৯ྐෆ題のιリュー
γョンを提供していきます。

AGCグループは、各事業のऩӹ性・成長性を基軸とした
事業ポートϑΥリΦに基ͮくઓ略の推進とメリϋリのある経
営資源分によって、த期経営ܭը AGC plus-2017に
おける経営ࡒ務目標のୡ成を目指しています。

2016年は、経ൃࡁ展をഎܠにԘ化ビニルथࢷやݐங用
コーテΟングΨラスなどのध要が৳長している౦ೆアジアに
おいて生࢈能ྗの૿ڧや現企業のങऩを実施しました。
また、サジアラビアでݐங用コーテΟングΨラスの造ڌ
をՔ働さͤるとともに、Ԥभにڌを持つバイΦҩༀ品造
डୗ企業をങऩしました。

த期経営ܭըの࠷ऴ年である201�年は、「2025年
のありたい࢟」の実現にけて、ઓ略的ଧちखを果に実
行し、࠶成長をՃさͤる年とҐ置ͮけています。コア事業
ではػߴ能ߴ・ Ճ価値の品を֦ॆし、長期安定的なऩ
ӹ基盤を構ஙしていきます。また、ઓ略事業ではं内ۭؒ
のσΟスプレイ化を実現する品やੈ࣍ಋ体造プロ
セス用部材の開ൃ、バイΦҩༀ品の開 ・ൃ造डୗビジネ
スのグローバル展開などにҰྗし、さらなる成長を目
指します。

����

ࣗಈं༻ิमΨϥεϝʔΧʔ
ʮϊʔυΨϥε社ʯをങऩʢϙʔϥϯυʣ
ࣗಈं༻Ψϥεの新をՔಇ
ʢϝΩγίʣ

����

-PX�&Ψϥεのੜ࢈ྗを
ʢλΠʣڧ�0�૿
ίʔςΟϯάΨϥεのをՔಇ
ʢαδΞϥϏΞʣ
ԘϏのੜ࢈ྗをഒ ʢ૿ΠϯυωγΞʣ
ԘϏのੜ࢈ྗを�0�૿ڧʢϕτφϜʣ
όΠΦҩༀのडୗۀا
ʮόΠΦϛʔό社ʯをങऩʢυΠπʣ

����

-$%༻ϑϩʔτ༼をຊからҠઃʢதࠃʣ
Խֶɾൢ ചۀا
ʮϏχλΠ社ʯをങऩʢλΠʣ
όΠΦҩༀの։ൃडୗۀا
ʮ$.$όΠΦϩδοΫε社ʯをങऩ
ʢσϯϚʔΫɾถࠃʣ

ۙͷओͳۀࣄࢿ ԽֶΨϥε ࢠి

ظઓུ தظઓུ

ࣾձڥͷมԽ λーήοトྖҬ

13,263
ച্ߴ
ʢԯԁʣ 12,826

13,500

ͷมԽࢢ "($άϧーϓͷιϦϡーγϣン

தܦظӦܭըAGC plus-2017をਪਐし
ظతなのج൫をஙいています。

λーήοトྖҬʹお͚Δ"($άϧーϓͷιϦϡーγϣン

தܦظӦܭըAGC plus-2017ͷਐ

தܦظӦܭըAGC plus-2017
ʠ����ͷ͋Γ͍ͨ࢟ʡΛ
ӦઓུܦظΔ͢ݱ࣮

ۀࣄຊઓུ�����ઓུج

ʢ�ʣ IC5： Information and Communication 5echnologyの略。ใ通信ٕज़
ʢ�ʣ Io5： Internet of 5hingsの略。モϊのインターネット

712

963
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AGCグループは、Ψラス・ి 化ֶ品・セ・ࢠ
ラϛックスの4つの事業ྖҬでグローバル
に事業活動を展開しています。100年Ҏ
上にわたるٕज़ֵ৽のྺ࢙のなかでഓっ
たੈքトップレベルのٕज़とϊϋをڧ
Έに、ݐங用Ψラス・自動ं用Ψラスをは
じめ、σΟスプレイ用Ψラス、ి 用部ثػࢠ
材、また化ֶ品やセラϛックスといったߴ
い能ૉ材など、ଟछଟ༷な品を෯ػ
業のお٬༷に提供するとともに、Ψラ࢈
ス・ૉ材メーカーならではのιリューγョン
を提Ҋ。๛かな社会を実現する৽たな価
値造にΈ続けています。

ங༻ガϥスݐ
˔ϑϩʔτ൘Ψϥε
˔-PX�&ʢ์ࣹʣΨϥε
˔ःɾஅෳΨϥε
˔҆શΨϥε
˔ΠϯςϦΞΨϥε�なͲ

ΫϩーϧΞϧΧϦ・
レλン
˔ԘԽϏχϧࡐྉ
˔ੑιʔμ
˔Ϩλϯݪྉ�なͲ

σΟスϓレΠ
˔5'5ӷথ༻Ψϥεج൘�なͲ

ࡐ෦ࢠి
˔৭ௐิਖ਼༻ϑΟϧλʔ
˔̢̘ ε̥ϥϦʔ
˔߹ੴӳΨϥε
˔ΨϥεϑϦοτʗϖʔετ
˔ΨϥεϞʔϧυϨϯζ�なͲ

ηϥϛοΫス
˔֤छՐࡐྉ
˔ϑΝΠϯηϥϛοΫε
˔εύολϦϯά
λʔήοτ�なͲ

ྲྀɺ
ΤンδχΞϦンά
ͳͲ

ཁ֓ۀࣄ

ʮΨϥεʯʮిࢠʯʮԽֶʯʮηϥϛοΫεʯのྖۀࣄҬͰ
�新ͨなՁにઓしています。

ガϥス

Ψϥε

ࢠి

20%

25%

2%

53%

53%

ηϥϛοΫε・
ͦのଞ

2%

ࢠి

20%

化ֶ品

25%

ച্ߏߴൺʢ�ʣ

Խֶ

（年）

ʢ�ʣセグメント別ച上ߴは消ڈલの値につき、߹ܭしても全社ച上ߴとはҰகしまͤΜ。

ച্ߴਪҠ（ԯԁ）

ച্ߏߴൺʢ�ʣ

ηάϝントۀࣄ ച্ߴਪҠʢ�ʣ（ԯԁ）

ηϥϛοΫス・
ͦͷଞ

ओཁۀࣄ・ʗओཁ

（2016年12݄現在）会社֓ཁ

௨শ໊ࣾ AGCѴࢠ
 AGC ASAHI G-ASS
会社ࣜגࢠѴ ໊ࣾهొ
 ASAHI G-ASS CO., -5D.
ຊࣾॴࡏ ˟100��405
 ౦ژઍాؙ۠の内1ஸ目5൪1߸
ཱ 1�0�（໌40࣏）年�݄� 

ઃཱ 1�50（ত和25）年6݄1

ຊۚ �0,���ඦສԁࢿ

発ࣜגࡁߦ૯ 1,1�6,�05,�05ג

�һ 50,�6ۀै （໊連結）
 6,024 （໊୯ಠ）

グルーϓ࿈݁ձࣾ 204社（うちւ֎165社）

ࣗಈं༻ガϥス
˔ࣗಈं༻ڧԽΨϥε
˔ࣗಈं༻
߹ΘͤΨϥε�なͲ

ϑοૉ・
スϖγϟϦςΟ
˔ϑοૉथࢷɾϑΟϧϜ
˔ᎢਫᎢ༉ࡎ
˔ҩༀதؒମɾݪମ
˔Ϥૉ�なͲ

ઌਐػガϥス
༺ثػࢠి˔
ΧόʔΨϥεɹ
༺ثػࢠి˔
ബ൘Ψϥε
˔ಋޫ൘༻Ψϥε
˔ଠཅి༻
Ψϥε�なͲɹ

12,826

����
ച্ߴ

ԯԁ

ʢʣ値σータはࡍࠃ会ܭ基準（I'RS）ベース（対組織：Ѵࢠ
会社ʗ対期ࢠ会社および連結ࣜג ：ؒ各12݄�1にऴྃ
した事業年）

ʢ�ʣച上ߴ構成ൺは֎部٬ސのച上ߴにてࢉग़しています。
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ɹృྉ༻ϑοૉथࢷ

ɹΦϑΟεϏϧ༻Ψϥε

ɹެࢪڞઃ͚
ɹࡂ༻߹ΘͤΨϥε

ɹॅ༻ΤίΨϥε

ɹγϣʔΟϯυ༻Ψϥε
ɹྫྷౚɾྫྷ ଂγϣʔέʔε༻
ɹஅΨϥευΞ

ɹΨϥεҰମܕσδλϧαΠωʔδ

ɹບߏ ϑ͚οૉथࢷϑΟϧϜ
ɹฮ࿏໘༻ηϥϛοΫεࡐྉ
ɹʢःɾりࢭΊʣ

ɹσΟεϓϨΠ༻Ψϥεج൘
ɹετϨʔδثػ༻Ψϥε෦ࡐ

ɹσΟεϓϨΠ༻Ψϥεج൘
ɹిثػࢠ༻ΧόʔΨϥε
ɹޫֶثػ༻Ψϥε෦ࡐ

ɹσΟεϓϨΠ༻Ψϥεج൘
ɹిثػࢠ༻ΧόʔΨϥε

ɹޫֶثػ༻
ɹΨϥε෦ࡐ

ɹσδλϧΧϝϥ༻
ɹޫֶ෦ࡐ

ɹચ໘Խহ༻
ɹϛϥʔ

ɹόΠΦҩༀݪༀ ɹཧԽֶ࣮ݧ༻Ψϥεث۩
ɹ৫ഓཆ༻༰ث
ɹݦඍڸ༻ϓϨύϥʔτ

ɹༀ͚ҩༀݪମ

ɹ೩ྉిؔ࿈෦ࡐ

ɹӷମΫϩϚτ
ɹάϥϑΟʔ
ɹੳ༻
ɹॆరࡎ

ɹࢪઃԂܳ༻ϑοૉथࢷϑΟϧϜ

ɹༀݪମ

ɹ-&%ɾ0-&%র໌༻෦ࡐ

ɹΨϥε

ɹॏʢ;くらしคʣ

ɹੑιʔμ
ɹʢ৯ث༻ચݪࡎྉʣ

ɹੑιʔμ
ɹʢ͚ͤͬΜݪྉʣ
ɹԽহ༻ϑΟϥʔ

ɹਫಓਫࡎەࡴ༻
ɹ࣍ѥԘૉࢎιʔμ

ɹιʔϥʔൃి༻ܰྔΧόʔΨϥε
ɹଠཅిอޢ༻ϑοૉथࢷϑΟϧϜ

ɹࣗಈं༻Ψϥε
ɹίϯιʔϧύωϧ༻ΧόʔΨϥε
ɹ-&%ɾ0-&%র໌༻෦ࡐ
ɹΧʔγʔτ༻ϙϦϨλϯݪྉ
֤छࣗಈं෦ࡐ༻

ɹϑοૉथࢷɾΰϜ

ɹృྉ༻ϑοૉथࢷ

ృྉ༻ϑοૉथࢷ

ɹϏϧ༻ଠཅޫൃిγεςϜ

ɹσΟεϓϨΠ༻
ɹΨϥεج൘

ɹॏʢਓಁੳ༻༌ӷʣ

ɹϦνϜΠΦϯిࡐྉ

ɹߴग़ྗ-&%༻ΨϥεηϥϛοΫεج൘
ɹ೩ྉిؔ࿈෦ࡐ

ɹଠཅి༻5$0ج൘
ɹଠཅిՍ༻
ɹΨϥεણҡڧԽϓϥενοΫ

ɹృྉ༻ϑοૉथࢷ

ɹੴ༉۷ثػ෦ࡐ༻ϑοૉΰϜ

ɹమಓ༻Ψϥε
ɹϗʔϜυΞ

ɹτϥοΫ༻Ψϥε

ɹݐઃػց༻Ψϥε
ɹόε༻Ψϥε

ま͟͞ まなॴͰɺ͞ま͟まなγʔϯͰ。ଟ࠼な͕
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σΟεϓϨΠ༻Ψϥε
Խֶ

経ࡁのグローバル化が進展するなか、AGCグループは
「ຊ・アジア」「Ԥभ」「ถभ」を活動のベースとして、
�0をえるࠃとҬでグローバルに事業を展開してい
ます。ྫ えばੈքதに市場がଘ在するΨラス事業では、
ຊ・アジア、Ԥभ、ถभのそれぞれに開 ・ൃ生ڌ࢈
を構ஙし、౦アジアに٬ސ企業がີूするిࢠ事業で
はຊ・アジアをத৺に開 ・ൃ生ڌ࢈をूத。さらに
化ֶ品事業では、インϑラඋが進展する౦ೆアジアを
த৺に生ڌ࢈のॆ実をਤってきました。AGCグルー
プでは、これらのネットϫークを活かしてよりਂくҬ社
会にີணした事業展開をਤるとともに、৽しい事業展開
Τリアの可能性を୳ࡧしています。

THE
AMERICAS

AS IA

JAPAN

άϩーバϧωοトϫーΫ

22%67%

Ҭผ
ച্ߴൺ

һۀ4,300ै ໊16,700ैۀһ ໊30,000ैۀһ ໊

11%

Ҭผ
ച্ߴൺ

Ҭผ
ച্ߴൺ

ถभԤभຊ・ΞδΞ

ʮຊɾΞδΞʯʮԤभʯʮถभʯのۃ�ମ੍をϕʔεに
άϩʔόϧなϏδωεج൫をཱ֬しています。

ച্ߏߴൺʢ�ʣ（2016年12݄現在）

ถभ

11%

Ԥभ

22%

ຊ・ΞδΞ

67%

Ψϥε
ࢠి
Խֶ
ηϥϛοΫεɾͦ のଞ

ओཁڌ

EUROPE

ओཁओཁओཁ

ʢ�ʣച上ߴ構成ൺは֎部٬ސのച上ߴにてࢉग़しています。

ங༻Ψϥεݐ
ࣗಈं༻Ψϥε

ங༻Ψϥεݐ
ࣗಈं༻Ψϥε
σΟεϓϨΠ༻Ψϥε

ࡐ෦ࢠి
Խֶ
ηϥϛοΫεɾͦ のଞ

ங༻Ψϥεݐ
ࣗಈं༻Ψϥε

ࡐ෦ࢠి
Խֶ

12,826

����
ച্ߴ

ԯԁ
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ϑロート൘ΨラスやそれにՃを施した
Ψラス、インテリアΨラス、ビங用Ճݐ
ル用ଠཅޫൃిγステムなどଟ࠼な
品をऔりଗえ、お٬༷やҬによって
ҟなるニーζにॊೈに対応するݐங用

Ψラス事業。ݐஙの断・ःや、結
࿐・反ࣹの防止など、環境ෛՙݮや
շ適性上をٻしたػ能Ψラス
品の開 ・ൃൢ ചにもྗし、ੈ ք市場
でトップレベルのγェアを有しています。

߹わͤΨラスやڧ化Ψラスなどのൢച
において、ੈ քトップレベルのγェアを
有する自動ं用Ψラス事業。グローバ
ルなマーέテΟングػ能と生࢈ネット
ϫーク、࠷ઌのٕज़をۦ使して、品

の安全性やσβイン性、շ適性、環境
性能などをٻしています。そのライン
φップは、U7カットΨラスや֎ઢカッ
トΨラス、υアᎢਫΨラス、Ψラスアンテ
φなどଟذにわたっています。

安全性とः断・断性を݉Ͷඋえた
߹Θͤ-PX�&ʢ์ࣹʣෳΨϥε

ൃ৭性に༏れ、ಁ あ;れるײ໌
น໘༻ΧϥʔΨϥεʮϥίϕϧ�ʯ

ଘの૭にさま͟ط まなػ能をՃする
ଟػ૭ϢχοτʮまͲまͲ�ʯ

Ψラスにଠཅిを内ଂした
Ϗϧ༻ଠཅޫൃిγεςϜʮαϯδϡʔϧ�ʯ

ビル・ళฮなどのリϑΥームに࠷適
͚-PX�&ΨϥεʮΞτον�ʯޙܕࢪݱ

Ψラスの映りࠐΈをえる
ࣹΨϥεʮΫϦΞαΠτ�ʯ

ं内のշ適性上とলΤネに貢献する
ௐޫΨϥεʮ80/%&3-*5&�ʯ

、ߴ候性ߴ ःԻ性ߴ、 断性を実現
మಓ༻Ψϥε

Ұൠ用൘Ψラスのഒのڧを持つ
ࣗಈं༻ڧԽΨϥεʮςϯύϥΠτ�ʯ

ׂれてもඈࢄしͮらく安全性にྀした
ࣗಈं༻߹ΘͤΨϥεʮϥϛηʔϑ5.ʯɹ

の「自動ं用Ψラス」「ங用Ψラスݐ」
リーσΟングカンパニーとして、
各Ҭのニーζに応えるଟ࠼な品・
ιリューγョンをグローバルに提供しています。

ओཁのࢢγΣΞϥϯΩϯά
ʢ社ௐʗ�01�年֓ࢉσʔλʣ

ϑロート൘Ψϥε
ੈք/P��

ओཁのࢢγΣΞϥϯΩϯά
ʢ社ௐʗ�01�年֓ࢉσʔλʣ

ࣗಈं༻Ψϥε
ੈք/P��

ங用Ψラス事業ݐ

Ψラス

自動ं用Ψラス事業

հۀࣄ

安全性やσβイン性、շ適性、
環境性能などをٻした自動ं用Ψラス

ੈքॳʢʣʂ ं内の全Ψラスでࢵ֎ઢ��ˋカット
安৺・շ適なクルマۭؒを実現する
ࣗಈं༻Ψϥεʮ67ϕʔϧ1SFNJVN�ʯγϦʔζ
ʢʣ当社ௐべʗ2015年11݄現在。

ϑロントΨラスҎ֎に୯൘Ψラスを使用した場߹

շ適性上、環境ෛՙݮなどにՃえ、
意ঊ性などもٻするݐங用Ψラス
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ௐޫΨϥεʮ80/%&3-*5&�ʯ

、ߴ候性ߴ ःԻ性ߴ、 断性を実現
మಓ༻Ψϥε

Ұൠ用൘Ψラスのഒのڧを持つ
ࣗಈं༻ڧԽΨϥεʮςϯύϥΠτ�ʯ
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ࣗಈं༻߹ΘͤΨϥεʮϥϛηʔϑ5.ʯɹ
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リーσΟングカンパニーとして、
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ʢ社ௐʗ�01�年֓ࢉσʔλʣ
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ੈք/P��

ओཁのࢢγΣΞϥϯΩϯά
ʢ社ௐʗ�01�年֓ࢉσʔλʣ
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ੈք/P��

ங用Ψラス事業ݐ
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հۀࣄ
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ੈքॳʢʣʂ ं内の全Ψラスでࢵ֎ઢ��ˋカット
安৺・շ適なクルマۭؒを実現する
ࣗಈं༻Ψϥεʮ67ϕʔϧ1SFNJVN�ʯγϦʔζ
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շ適性上、環境ෛՙݮなどにՃえ、
意ঊ性などもٻするݐங用Ψラス
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5'5ӷথ用Ψラス基൘においてੈք
ୈ2Ґのγェアを持つσΟスプレイ事
業。ಠ自の๏とߴな生ٕ࢈ज़でグ
ローバルな競争ྗをよりߴめるととも
に、ੈ࣍の映૾ද示σバイス用Ψラ
スの開ൃにもྗしています。

Ψラスや化ֶ、セラϛックス事業でഓっ
たૉ材、Ճ、ද໘ॲཧ、成ܗなどの
ઌのΤレクト࠷、なٕज़を活かしߴ
ロニクス࢈業をࢧえるిࢠ部材事業。
ੈքでトップレベルのγェアをތる߹成
ੴӳΨラスをはじめߴ、 ७SiC࣏具

などのಋ体プロセス部材、スマート
ϑΥン・σジタルカメラけ৭ௐิ正用
ϑΟルターなどのޫ部材、ઈԑや෧ணに
用いられるΨラスϑリット・ペーストと
いったσΟスプレイ部材など、෯い
品を提供しています。

「ബく、ܰ く、そしてڧい」ಛघΨラスのಛ長を活かした用్開
にྗし、スマートϑΥン・タϒレットけのిثػࢠ用
カバーΨラス、ଠཅి用Ψラス基൘、タッチパネル用Ψラス基
൘など、࣍ʑと品ラインφップを֦げています。

ਫ਼細化が進Ή映૾ද示にֵ৽をߴ
もたらすσΟスプレイ用Ψラス基൘

σΟスプレイ事業 部材事業ࢠి

5'5ӷথ༻Ψϥεج൘
ੈք/P��

ओཁのࢢγΣΞϥϯΩϯά
ʢ社ௐʗ�01�年֓ࢉσʔλʣ

εςούレϯζ༻
ੴӳૉࡐ
ੈք/P��

ओཁのࢢγΣΞϥϯΩϯά
ʢ社ௐʗ�01�年֓ࢉσʔλʣ

ઌ進ػ能Ψラス事業

イメージセンサーを人ؒのײࢹに߹わͤる
σδλϧΧϝϥ͚৭ௐิਖ਼༻ϑΟϧλʔ

ฏୱ化されたଟ構造を実現ߴ
$.1εϥϦʔɾݚຏιϦϡʔγϣϯ

ಋ体プロセス用にߴ品質を実現
߹ੴӳΨϥε

ଟ࠼な分でઈԑ、気ີ෧ணなどに活用
ΨϥεϑϦοτ

ಋ体プロセスのॲཧなどに活用
ʮϩΠηϥϜ5.r)4ʯ۩࣏$७4Jߴ

な用్で活༂する࠼ஙやଠཅిなどଟݐ
ԽֶڧԽಛघΨϥεʮ-FPqFY�ʯ

用カバーΨラスثػࢠి
ԽֶڧԽ༻ಛघΨϥεʮ%SBHPOUSBJM�1SPʯ

ബを実現࠷けにੈքثػࢠి
λονύωϧ༻Ψϥεج൘

ബບγリコンଠཅిのൃిޮを上
ଠཅి༻5$0ج൘

ӷথσΟスプレイのബܕ化を実現
ಋޫ൘༻Ψϥεʮ9$7�ʯ

σΟスプレイ用基װ部材
5'5ӷথ༻Ψϥεج൘

、使してۦज़をٕ࢈な生ߴ
Τレクトロニクス࢈業の進化をࢧえる
Ճ価値品・ιリューγョンをߴ
提供しています。

ࢠి
հۀࣄ
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Τνレン
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άϦίʔϧ
ʢ11(ʣ

Ϩλϯ
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代ସϑϩϯྨ
ճऩɾϦαΠΫϧ
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ʮΞαώΫϦϯ�ʯ
ʮΞϞϨΞ�ʯ

ʮ)'0��1���ZGʯ

ϑοૉܥᎢਫᎢ༉ࡎ
ʮ"TBIJ(VBSE�
&�4&3*&4ʯ

ϑοૉΰϜ
ʮ"'-"4�ʯ

ಁ໌ϑοૉथࢷ
ʮαΠτοϓ5.ʯ

ϑοૉܥ
ΠΦϯަບ
ʮϑϨϛΦϯ5.ʯ

ృྉ༻ϑοૉथࢷ
ʮϧϛϑϩϯ�ʯ

ؚϑοૉҩༀ
தؒମɾݪମ

όΠΦҩༀ
ༀݪ

ϑοૉथࢷϑΟϧϜ
ʮΞϑϨοΫε�ʯ
ʮΤϑΫϦʔϯ�ʯ

ੑιーμ

ੑΧϦ

ॏ

ࢎΧϦ

ਫૉ

ϑοૉथࢷ
ʮ'MVPO�ʯ

Ψラスのओݪྉであるιーダփの生࢈
から࢝まった化ֶ品事業。化ֶ反応ա
ఔで生まれる෭࢈をムダなく活用す
ることで、ଟ࠼な品を生Έग़すಠ自
のέϛカルチェーンをཱ֬しています。

環境ෛՙを࠷খݶにえながら、性
ιーダなどの基ૅ化ֶ品から、ੈ քトッ
プγェアをތるϑッૉथࢷ（'luon� 
E5'E）などのػߴ能化ֶ品まで、෯
。く提供しています

ΫロールΞルΧϦ・レλϯ
性ιーダや重など、さま͟ まな࢈業
にෆ可ܽな൚用性のߴい基ૅ化ֶ品
を提供しています。また、断材や自動
ंのγートなど、շ適な生活にܽかͤ
ない品のૉ材に用いられるレタン
関連品も造・ൢ ചしています。

ϑοૉ・εϖγϟϦςΟ
ੈքトップγェアを有するϑッૉथࢷ

（'luon� E5'E）をはじめ、性・
ༀ品性・候性において༏れたಛ性を
ධ価されているϑッૉ化ֶ品。自動 ・ं
業で目をूめるϑッૉथ࢈ػۭߤ
ங分で使われるϑッݐ、ϑッૉΰム・ࢷ

ૉथࢷϑΟルム・ృྉ用ϑッૉथࢷ、ి
能材ྉػけのଟσΟスプレイ分・ࢠ
など、さま͟まなػߴ能品がଟ࠼な
用されています。さらにҩ࠾業分で࢈
ༀதؒ体・ݪ体なども提供し、ライϑ
サイΤンス分にもد༩しています。

化ֶ品事業

ϑοૉथࢷʢ'MVPO� &5'&ʣ
ੈք/P��

ओཁのࢢγΣΞϥϯΩϯά
ʢ社ௐʗ�01�年֓ࢉσʔλʣ

ணࡎ、γーリング材などで活༂する
ϙϦΦʔϧʮϓϨϛϊʔϧ5.ʯྔࢠߴ७ɾߴ

人ಁੳの༌ӷなどҩༀ分でも活༂する
ॏʢॏࢎφτϦϜʣ

するشい候性をൃߴங・構造用としてݐ
ృྉ༻ϑοૉथࢷʮϧϛϑϩϯ�ʯ

ϑッૉथࢷϑΟルム「アϑレックス�」が࠾用された
υイπのサッカースタジアム「アリアンπ・アリーφ」

ޫಁա性・候性に༏れ、෯い用్で活༂する
ϑοૉथࢷϑΟϧϜʮΞϑϨοΫε�ʯ

環境ෛՙをݮする
代ΧʔΤΞίϯ༻ྫྷഔʮ)'0�1���ZGʯੈ࣍
ʢʣࣸ ਅは造プラント

内োྍ࣏ༀに用いられる
ҩༀݪମʮλϑϧϓϩετʯ
ʢʣ参ఱༀࣜג会社と共ಉ開ൃした内োߴ・ ࡎྍ࣏ѹ؟

基ૅ化ֶ品からϑッૉػߴܥ能化ֶ品まで、
๛かで安全・安৺な社会や
環境保全にཱつଟ࠼な品・ιリューγョンを
提供しています。

化ֶ品
հۀࣄ
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AGCグループのセラϛックス事業は、
1�16年、Ψラス༹ղ༼用Ր࿃נの
生࢈から࢝まったྺ࢙ある事業です。
現在はAGCセラϛックス社が、Ր
品の෯いラインφップとߴなΤン
ジニアリングٕज़を軸に「ΨラスΤンジ
ニアリング」「環境ΤネルΪー」の2つの

ྖҬで事業を展開しています。ΨラスΤ
ンジニアリング分ではߴ、 用ߴ・ ػ
能のిர࿃נとそれらを活かしたι
リューγョンにより、Ψラス༼のলΤネ・
長ण命化と安定ૢ業、ライϑサイクルコ
ストのݮを目指しています。
環境ΤネルΪー分では、業のল

Τネ・環境ෛՙݮに貢献するෆ定ܗ
Րなどを用いて、ଟ࠼な環境ι
リューγョンを提供しています。さらに
ϑΝインセラϛックスܥのߴԹϑΝン、Τ
コΨラス用スパッタリングターήットな
ど、ٿ環境にྀしたセラϛックス材
ྉの開ൃにもྗしています。 ஙの֎・内のΨラス໘にӷথσΟスプレイを直にషݐ

りける、まったく৽しいσジタルサイネージ「infoverre�」。
化ֶ品事業でഓったޫֶ߹ٕज़により、ཚ反ࣹのないクリ
アな映૾がۭதにුかび上がります。また、設置がෆ要な
ため、ڱいスペースでの設置が可能になりました。

ۙ年、自動ं分では、ΦーσΟΦやカーφビ、Τアコンなど、
各छのंثػࡌのૢ作を౷߹するٕज़の開ൃが進Μでいま
す。これらのૢ作を行うコンιールパネルけとしてߴ、 いڧ
やই性、反ࣹ性をඋえたిثػࢠ用カバーΨラス

「Dragontrail�」のಋೖが࢝まっています。

ΨラスにಛघなՃを施し、プロジェクターの映૾をࣹでき
るようにした「Glascene�」。映૾を映さないときは、എܠの
৭もげない、৽しいタイプのスクリーンです。લ໘・എ໘いܠ
ͣれからのࣹにも各ʑ専用のタイプで対応でき、100インチ
Ҏ上のେը໘も実現可能です。

セラϛックス事業

ώートアイランυ現のղ消にد༩する
ःฮ༻ηϥϛοΫεࡐྉʮλϑΫʔϨ�ʯ

Ψラス༹ղ༼用େഭిர࿃נ

෯いラインφップで業の安定ૢ業をࢧえる
Րܗ༻ෆఆۀ

ش性をൃٱい断性・ߴԹԼでの長期使用にもߴ
লΤネによるコストダンを実現する
அηϥϛοΫεՐʮ5)&3.05&$5�ʯߴ

長年ഓってきたセラϛックスٕज़をۦ使して、
Ψラス生࢈ఔのֵ৽や
ٿ環境保全に貢献するଟ࠼な品・
ιリューγョンを提供しています。

セラϛックス・
そのଞ

հۀࣄ

AGCグルーϓɺΨϥεɺి ɺ化ֶ品ɺηϥϛοΫεͳͲࢠ
ͦΕͧΕのۀࣄͰഓͬͨଟذʹΘͨΔ技術Λ༥߹ɻ

৽ͨͳࢢʹ͚ͯɺΑΓՃՁの͍ߴ製品ΛੜΈग़͍ͯ͠·͢ɻ

事業ྖҬをӽえて

ガϥスҰମܕσδλϧαΠωーδ
ʮJOGPWFSSF�ʢΠンϑΥϕーϧ�ʣʯ

の回りのあらゆるΨラスをใのインターϑェイスに。

ӷথσΟεϓϨΠをషり͚ΔこͱͰɺ
Ψϥε͕ใൃ৴ثػͱਐԽ

ガϥスಁ໌スΫϦーン
ʮ(MBTDFOF�ʢάϥγーン�ʣʯ

ಁ໌なΨϥεのө૾Өを࣮ݱしɺ
ΨϥεαΠωʔδの新ͨなՄੑを։

New Products

ࢢコϛϡχέーγϣンੈ࣍

コンιーϧύωϧ༻Χバーガϥス

使い৺のよいタッチパネルでクルマۭؒをշ適に。

ΧόʔΨϥεのٕज़をԠ༻しɺ༺ثػࢠి
շదɾ֬ ࣮なλονύωϧૢ࡞を࣮ݱ

ࢢϞϏϦςΟੈ࣍

౦ژ・৽ؙの内ビルσΟングに࠾用。55インチのӷথσΟスプレイをషりけ、ࠂ宣
映૾を信している。σジタルサイネージアϫーυ2015「ٕज़・ϋーυ部門」をड

എܠのܠ৭を活かした映૾Өなど、ޮ 果的な使い方
ができる

映૾をӨしない場߹はී
通のΨラス
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使い৺のよいタッチパネルでクルマۭؒをշ適に。
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౦ژ・৽ؙの内ビルσΟングに࠾用。55インチのӷথσΟスプレイをషりけ、ࠂ宣
映૾を信している。σジタルサイネージアϫーυ2015「ٕज़・ϋーυ部門」をड

എܠのܠ৭を活かした映૾Өなど、ޮ 果的な使い方
ができる

映૾をӨしない場߹はී
通のΨラス
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Ϗδωス・
ΞトϧοΫΛ࣮ࢪ

ςΫϊϩδー・
ΞトϧοΫΛ࣮ࢪ

௨すݟ௨すٕज़γʔζをݟԽをۀࣄ

社会ಈをੳしɺ
ٕज़のՄੑを
ධՁすΔ

ద社 ɾੑऩӹੑをੳしɺ
ͱしてのۀࣄ

ՄੑをධՁすΔ のϞϏϦςΟੈ࣍ ώートϚωδϝϯト

ίϛϡχέーγϣϯੈ࣍ ϥΠϑαΠΤϯε

ηΩϡϦςΟʗηーϑςΟ ৽ΤωルΪー・৽グϦーϯ化

スマートコϛュニテΟ関連市場

։ൃͷڀݚ
ॏλーήοトΛઃఆ

新ͨなՁのग़に͚て

AGCグループは、社会のଟ༷なニーζに対応する「Ψラス
材ྉٕज़」や「セラϛックス材ྉٕज़」をはじめ、品のߴ
Ճ価値化を実現する「コーテΟングٕज़」「Ψラスෳ߹化ٕ
ज़」、ઌ進的なػߴ能品を生Έग़す「ϑッૉ・化ֶٕज़」と
いったଟ࠼なコアテクϊロジーをੵしています。さらに、こう
したٕज़開ൃをࢧえる「共通基盤ٕज़」として、γϛュレーγョン
ٕज़や分ੳٕज़、センγングٕज़、プロセスٕज़などのߴ
化にもྗをいでいます。

AGCグループでは、これらのֻけ߹わͤによって生まれる
େなٕज़のʠҾきग़しʡをۦ使することで、お٬༷のニーζ
や課題に応え、࢈業・社会に৽たな価値をもたらすイϊベー
γョンのग़にΜでいます。

AGCѴࢠのڀݚ開ൃは、より競争ྗのあるֵ৽的なコ
アテクϊロジー・৽品開ൃを目指しています。「ઌٕज़ݚ
ֵ、ॴ」はڀ ৽的なコアテクϊロジーのग़にΉとともに、
ઌの共通基盤ٕज़による品開ൃࢧԉを୲います。「品
開ൃڀݚॴ」は、৽品のग़とطଘ品のٕज़的な課題
ղ決を推進します。「生ٕ࢈ज़部」は、生ٕ࢈ज़の開 ・ൃվ善
などを୲当します。201�年1݄より、൘Ψラス造プロセス
の共通ٕज़プラットϑΥームを౷ׅする「ϑロートٕज़推進
部」をՃえ、「企ը部」「的࢈ࡒ部」と߹わͤてٕज़ຊ部内
の6つの組織が、カンパニーのڀݚ開ൃ部門とີۓに連ܞし
ながら「マーέットと開ൃをつな͙ 」という࢟のもとにڀݚ開
ൃをػ動的に進めています。

AGCグループは、த長期的なڀݚ開ൃの方性を
定めるために、品・ٕ ज़に関する10年20、ޙ年ޙ
のニーζを予ଌした「テクϊロジー・アトルック」を実
施するҰ方、その品・ٕ ज़に対する「自社の適性」
や「事業ܧ続性」などをサーベイした「ビジネス・アト
ルック」を実施しています。こうしてٕज़γーζと事業
性の྆໘から詳細にௐ ・ࠪ分ੳした結果、ޙࠓのݚ
開ൃの重ターήットを「スマートコϛュニテΟ関連ڀ
市場」に定め、現在、ੵ 的なٕज़開ۃ ・ൃ事業開ൃを
推進しています。

৽たな品・ٕ ज़を֬実に事業化していくには、
「マーέットと開ൃをつな͙ 」ためのऔり組Έが重要に
なります。そこでAGCグループでは、ຊࠃ内はもち
ΖΜ、େֶや企業ػڀݚ関がूまるԤถや౦ೆアジ
アなどのओ要ڌに専門の人材をݣして、࠷ઌ

のٕज़ใや市場動をリサーチする「グローバル・
テクϊロジー・ネットϫーΩング（G5/E5）」活動を展
開しています。グローバルنでマーέテΟングと開ൃ
の連ܞをڧ化し、৽たな事業γーζの開にめると
ともに、ٕ ज़ੵやビジネスネットϫークの֦େをਤっ
ています。

さらにڀݚ開ൃにおいては、Φープンイϊベーγョン
をੵۃ的に推進しています。ઓ略提ܞや.&Aなどを
通じて社֎のリιースを෯く活用することで、ٕ ज़
のʠҾきग़しʡをҰॆ実さͤ、ٕ ज़ֵ৽や৽市場
ग़をଅ進するとともに、品開ൃのリーυタイムॖを
ਤっています。また、スマートコϛュニテΟ関連などのࠃ
Ոプロジェクトにੵۃ的に参Ճし、ෳの企業・ڀݚ
。業にྗをいでいますڠ関とのػ

ΠϊϕーγϣンϚωδϝント

৽ͨͳՁͷग़

ガϥスࡐྉٕज़

ガϥスෳ߹Խٕज़ コーςΟンάٕज़

ٕज़ຊ෦

֤Χンύχー・4#6ʢ�ʣͷڀݚ։ൃ෦
։ൃٕज़ɾੜٕ࢈ज़を୲

ओにڞ௨ج൫ɾதظの։ൃを୲

ڠ ಇ

൫ٕज़ج௨ڞ
˔γϛϡϨʔγϣϯٕज़ɹ˔ੳٕज़ɹ˔ηϯγϯάٕज़ɹ˔ϓϩηεٕज़

˔Ψϥεࡐྉઃܭ
˔ΨϥεܕՃٕज़
˔Ψϥεٕज़

ϑοૉ・Խֶٕज़
˔ϑοૉԽֶ
ྉࡐࢠߴ˔
˔όΠΦέϛετϦʔ
Խֶؾి˔
˔φϊࡐྉ
˔ແࡐػྉ

ηϥϛοΫスࡐྉٕज़
˔ηϥϛοΫεࡐྉઃܭ
˔Րࡐྉ

˔ϥϛωʔτٕज़
˔෧ٕࢭज़

υ̝ϥΠίʔςΟϯά
˔ΣοτίʔςΟϯά
˔ບઃܭ

ଟ༷なίΞςΫϊϩδʔをֻ͚߹Θͤ
新ͨなΠϊϕʔγϣϯをग़していきます。

ΠϊϕーγϣンͷΞϓϩーν

தظతかͭάϩʔόϧなࢹのもͱに
εϐʔυ͋ײΔΠϊϕʔγϣϯをਪਐ

コΞςΫϊϩδーϚοϓ ։ൃମ੍ڀݚ͚ͨʹ্૪ྗڝ

։ൃʹお͚Δॏλーήοトͷઃఆϓϩηスڀݚ

ઌ技術ڀݚॴ 品։発ڀݚॴ ੜ࢈技術෦

ϑロート技術ਪ進෦త࢈ࡒ෦

ը෦ا

ϏルσΟϯグ・
ΨϥεΧϯύχーۀ࢈

։発෦ڀݚ
Χϯύχーࢠి
։発෦ڀݚ

ઌ進ػΨϥε
։発෦ڀݚ

ΦートϞーςΟϒ
Χϯύχー

։発෦ڀݚ

化ֶ品Χϯύχー
։発෦ڀݚ

AGCηϥϛοΫεࣾ
։発෦ڀݚ

コアテクϊロジー 開ൃ体制ڀݚ

S T E P  1 S T E P  2 S T E P  3

ʢ�ʣSBU： Strategic Business Unitの略。ઓ略事業୯Ґ
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Ϗδωス・
ΞトϧοΫΛ࣮ࢪ
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ΞトϧοΫΛ࣮ࢪ
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ධՁすΔ

ద社 ɾੑऩӹੑをੳしɺ
ͱしてのۀࣄ

ՄੑをධՁすΔ のϞϏϦςΟੈ࣍ ώートϚωδϝϯト

ίϛϡχέーγϣϯੈ࣍ ϥΠϑαΠΤϯε

ηΩϡϦςΟʗηーϑςΟ ৽ΤωルΪー・৽グϦーϯ化
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Ճ価値化を実現する「コーテΟングٕज़」「Ψラスෳ߹化ٕ
ज़」、ઌ進的なػߴ能品を生Έग़す「ϑッૉ・化ֶٕज़」と
いったଟ࠼なコアテクϊロジーをੵしています。さらに、こう
したٕज़開ൃをࢧえる「共通基盤ٕज़」として、γϛュレーγョン
ٕज़や分ੳٕज़、センγングٕज़、プロセスٕज़などのߴ
化にもྗをいでいます。

AGCグループでは、これらのֻけ߹わͤによって生まれる
େなٕज़のʠҾきग़しʡをۦ使することで、お٬༷のニーζ
や課題に応え、࢈業・社会に৽たな価値をもたらすイϊベー
γョンのग़にΜでいます。

AGCѴࢠのڀݚ開ൃは、より競争ྗのあるֵ৽的なコ
アテクϊロジー・৽品開ൃを目指しています。「ઌٕज़ݚ
ֵ、ॴ」はڀ ৽的なコアテクϊロジーのग़にΉとともに、
ઌの共通基盤ٕज़による品開ൃࢧԉを୲います。「品
開ൃڀݚॴ」は、৽品のग़とطଘ品のٕज़的な課題
ղ決を推進します。「生ٕ࢈ज़部」は、生ٕ࢈ज़の開 ・ൃվ善
などを୲当します。201�年1݄より、൘Ψラス造プロセス
の共通ٕज़プラットϑΥームを౷ׅする「ϑロートٕज़推進
部」をՃえ、「企ը部」「的࢈ࡒ部」と߹わͤてٕज़ຊ部内
の6つの組織が、カンパニーのڀݚ開ൃ部門とີۓに連ܞし
ながら「マーέットと開ൃをつな͙ 」という࢟のもとにڀݚ開
ൃをػ動的に進めています。

AGCグループは、த長期的なڀݚ開ൃの方性を
定めるために、品・ٕ ज़に関する10年20、ޙ年ޙ
のニーζを予ଌした「テクϊロジー・アトルック」を実
施するҰ方、その品・ٕ ज़に対する「自社の適性」
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ٕज़ຊ෦

֤Χンύχー・4#6ʢ�ʣͷڀݚ։ൃ෦
։ൃٕज़ɾੜٕ࢈ज़を୲

ओにڞ௨ج൫ɾதظの։ൃを୲

ڠ ಇ

൫ٕज़ج௨ڞ
˔γϛϡϨʔγϣϯٕज़ɹ˔ੳٕज़ɹ˔ηϯγϯάٕज़ɹ˔ϓϩηεٕज़

˔Ψϥεࡐྉઃܭ
˔ΨϥεܕՃٕज़
˔Ψϥεٕज़

ϑοૉ・Խֶٕज़
˔ϑοૉԽֶ
ྉࡐࢠߴ˔
˔όΠΦέϛετϦʔ
Խֶؾి˔
˔φϊࡐྉ
˔ແࡐػྉ

ηϥϛοΫスࡐྉٕज़
˔ηϥϛοΫεࡐྉઃܭ
˔Րࡐྉ

˔ϥϛωʔτٕज़
˔෧ٕࢭज़

υ̝ϥΠίʔςΟϯά
˔ΣοτίʔςΟϯά
˔ບઃܭ

ଟ༷なίΞςΫϊϩδʔをֻ͚߹Θͤ
新ͨなΠϊϕʔγϣϯをग़していきます。

ΠϊϕーγϣンͷΞϓϩーν

தظతかͭάϩʔόϧなࢹのもͱに
εϐʔυ͋ײΔΠϊϕʔγϣϯをਪਐ

コΞςΫϊϩδーϚοϓ ։ൃମ੍ڀݚ͚ͨʹ্૪ྗڝ

։ൃʹお͚Δॏλーήοトͷઃఆϓϩηスڀݚ

ઌ技術ڀݚॴ 品։発ڀݚॴ ੜ࢈技術෦

ϑロート技術ਪ進෦త࢈ࡒ෦

ը෦ا

ϏルσΟϯグ・
ΨϥεΧϯύχーۀ࢈

։発෦ڀݚ
Χϯύχーࢠి
։発෦ڀݚ

ઌ進ػΨϥε
։発෦ڀݚ

ΦートϞーςΟϒ
Χϯύχー

։発෦ڀݚ

化ֶ品Χϯύχー
։発෦ڀݚ

AGCηϥϛοΫεࣾ
։発෦ڀݚ

コアテクϊロジー 開ൃ体制ڀݚ

S T E P  1 S T E P  2 S T E P  3

ʢ�ʣSBU： Strategic Business Unitの略。ઓ略事業୯Ґ
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AGCグルーϓ
ࣾձతཁ Ϗδωεڥ

ষݑಈߦۀا

४جಈߦ

グルーϓϏδϣϯ

すての׆ۀࣄಈɺ
社会׆ಈを؏くۀاཧ೦

AGCグループが善良
な企業市民であるため
に行動の基盤とすべき
考え方を定め、社会に
対して宣言したもの

グループメンバーが仕
事をする上で順守しな
ければならない事項を
まとめたもの

グループの事業活動の具体
的な方針、経営環境の変化
や自社の状況に応じて、必
要であれば見直していくべき
もの

֤Χϯύχー�4#6

経営اը෦

૯෦

๏෦

ਓࣄ෦

ྲྀ෦・ࡐࢿ

AGCグルーϓ ίーポレート

Χϯύχー�4#6
C43ࣨ

֎ॴάϧʔϓ会社ࠃ

ಋࢦԉɾࢧ

C43ҕһձʢ�ճ։࠵ʣ

$43にؔΘΔશମํ՝の৹ٞ

֤ઐ෦ձ

˔ίϯϓϥΠΞϯεҕһ会
˔&)42Ϛωδϝϯτ
˔౷߹ϦεΫϚωδϝϯτ

ٞɹɿ�άϧʔϓ$&0
ɿ�άϧʔϓίʔϙϨʔτ�૯෦ہࣄ

$43ࣨ

$43ͷ1%$"αΠΫϧ

"($άϧーϓ

ධՁʗཁظ・ٻ ใ։ࣔ

C43ϞχλϦϯグ
C43׆ಈ

C43ϞχλϦϯグ

C43՝の
͠ݟ

ॏཁ߲の
ඪઃఆ

*40�����の߲
த֩ओ ՝

AGCグルーϓのॏཁ߲

৫౷࣏

ਓݖͱ࿑ಇߦ׳

ڥ

ެਖ਼なߦ׳ۀࣄ

ফඅऀ՝

意思決定のプロセス及び構造

労働条件及び社会的保護

労働における安全衛生

職場における人材育成及び訓練

汚染の予防

持続可能な資源の利用

気候変動の緩和及び適応

汚職防止

公正な競争

バリューチェーンにおける社会的責任の推進

消費者の安全衛生の保護

৫౷࣏

దਖ਼ͳ࿑ಇڥ

࿑ಇ҆શӴੜ

ਓࡐҭ

Ԛછͷ༧

༺རݯࢿଓՄͳ࣋

มಈͷରԠީؾ

Ԛ৬ࢭ

ಠې๏ͷॱक

αϓϥΠνΣーンʹお͚Δࣾձత

ͷ҆શੑ

AGCグループとしての重要性

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
って
の
重
要
性

໘Ճの
ରԠෆཁͱ
அ͞れ߲ͨ

Έを
ஙすき߲ߏ

ใऩूを
ଓすき߲ܧ

ங͠ɺߏΈΛ
ࣾձʹίϛοト

͖߲͢

$43ॏཁ߲

"($άϧーϓͷスςーΫϗϧμー

͓٬༷ Ոのࢿओɾג
օ༷

社会の
օ༷

͓औҾઌ༷ һۀै

AGCグループは、「私たちの使命」「私たちの価値観」「私た
ちのスピリット」からなるグループビジョン

（→P2参照）を定めています。これをベースに、経営方針

AGC plusで掲げる「あらゆるステークホルダーにプラスの価値
を提供する」ことで、社会からの信頼・期待を獲得し、持続可
能な社会の実現に貢献することを目指しています。

また、当社グループが果たすべき社会的責任を示した
「AGCグループ企業行動憲章」、全従業員が順守すべき事項
をまとめた「AGCグループ行動基準」を制定しています。

AGCグループは、CSRを推進する社内組織として、2005
年に「CSR委員会」を設置しました。年4回開催するCSR委
員会では、グループCEOが委員長を務め、事業およびコーポ
レートの各部門長がグループのCSRに関わる全体方針や課題
について審議し、結果は具体的な施策として展開しています。

また、コンプライアンス、EHSQʢ�ʣマネジメント、リスクマネ
ジメントなどの個別の課題は、専門部会を通してグローバルに
共有され、カンパニーやSBUの各施策に反映されています。

AGCグループは、ISO26000を活用した「CSRモニタリン
グ」を2011年から運用しています。

「CSRモニタリング」では、ISO26000が定めている課題を、
AGCグループにとっての重要性、ステークホルダーにとっての
重要性という２つの軸で分類した「CSR課題マトリクス」を作成
し、双方にとって重要だと判断した課題をCSR重要項目と定
めています。現在11のCSR重要項目を設定しており、それぞれ
の活動目標と実績をCSRホームページ内で公開しています。

経営ํ
AGC plus

8&#

$43Ϛωδϝント

ॏཁ߲をఆΊɺܦۀاӦͱҰମԽしͨ
$43Ϛωδϝϯτをਪਐしています。

CSRの考え方と関連方針 PDCAサイクルと重要項目推進体制

$43ͷؔ࿈ํ $43ਪਐମ੍ਤ "($άϧーϓͷॏཁ߲$43՝ϚトϦΫス

ষݑ行ಈۀا 行ಈج४ Ӧํ�AGC plusܦ

ʢ�ʣEHSQ： Environment（環境）, occupational Health & Safety（労働安全衛生） and 
Quality（品質）の略

CSRマネジメントおよびCSR活動の詳細については、CSRホームページ（www.agc.com/csr/）をご覧ください。
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コーポレート・ガバナンスମ੍ͷ֓ཁ（201�年�݄�0現在）
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能

૬
ޓ
に
࿈
ܞ

ओ૯ձג

グルーϓ
ίーポレート

ҕһձ�໊໊ࢦ
（うち社֎औక�໊）

ใुҕһձ�໊
（うち社֎औక�໊）

औకձ�໊

ձ

Χϯύχーʗ4#6ʢઓུۀࣄ୯Ґʣʢ�ʣ

（うち社֎औక�໊）

ࣾࣥߦһ C&0
ৗࣥߦһ C50
ৗࣥߦһ C'0

ࠪ෦

ίϯϓϥΠΞϯεҕһ会
ϑΣΞτϨʔυҕһ会
ใཧٞڠ会

҆શอো༌ग़ཧຊ෦

һߦࣥ

ҕһ会໊ࢦ औక・ࣥ 行員候
ิ者の審議、औక
会の推ન

ׂ

�回

ใुҕһ会

5໊
（うち
社֎औక
�໊）

ਓ

5໊
（うち
社֎औక
�໊）

औక・ࣥ 行員に
関するใु制、ג
ओ૯会に提Ҋするऔ
కのใु・औక
༩、ࣥ 行員の
ใुֹの審議

�回

։࠵ճ

։࠵ճ

औకのग़੮

ࠪのग़੮

14回

100�

���

։࠵ճ

ࠪのग़੮

14回

�6�

経営ձٞ
$43ҕһ会

ࠪձ�໊
（うち社֎ࠪ�໊）

ձࠪܭਓ

AGCѴࢠは、「AGCグループ コーポレートΨバφンス基
ຊ方針」を制定し、AGCグループの持続的な成長とத長期
的な企業価値の上を実現するために、コーポレートŋΨバφン
スのڧ化とॆ実にऔり組Μでいます。

また、AGCѴࢠは会社・ࢠ会社のをえたAGCグ
ループ全体の経営をલ提に、ࠪ会設置会社として、コー
ポレート・Ψバφンス体制の基ຊ的な考え方をҎԼの通り定
めています。

AGCѴࢠのऔక会は、�໊の社֎औక（うちঁ性
のऔక1໊）をؚΉܭ� （໊任期1年）のऔకで構成され
ておりʢ�ʣ、AGCグループの基ຊ方針ঝೝと経営ࣥ行ࢹ
のػ能を୲っています。

経営ػࢹ能をڧ化するため、AGCѴࢠは2002年か
ら社֎औకを࠾用しています。そのબ任にあたっては、ຊ
の会社๏の要件にՃえ、ಠཱ性を֬保するためのಠ自の基
準を設定しています。

社֎औకは、グローバルな企業経営における๛な経
や、コーポレート・Ψバφンスに関する見に基ͮき、ಠཱしݧ
た٬観的なཱ場から、経営全ൠに対するࢹやॿ言を行い

ます。また、औక会の議長は、ݪଇとして、社֎औకが務
めることとしています。

औక会の࣮ޮੑධՁのํ๏
AGCѴࢠは、ຖ年、औక会においてその実ޮ性を分

ੳ・ධ価しています。
2016年のऔక会の実ޮ性ධ価は、औక会を構成す

るすべてのऔకによる自ݾධ価のࣜܗをとりました。
まͣ各औకが、ௐࠪථおよび個別インタビューの回

により、औక会の実ޮ性のධ価を行いました。そのޙ、औక
会においてそれらのධ価結果をূݕし、औక会の実ޮ
性を上さͤるための施策を議しました。

ධՁ݁Ռの֓ཁͱޙࠓのऔりΈ
上هධ価の結果、AGCѴࢠのऔక会およびࢾ委

員会は、গ人でΦープンなงғ気のԼ、ੵ 的な議がۃ
行われており、適な運営で実ޮ性がे分に֬保されている
とධ価されました。

Ұ方、社֎औకに対するIR活動のใࠂやઓ略的議の
ॆ実についてվ善の༨があることも໌らかになりました。

委員会の適な運営体制や議ࢾもऔక会やޙࠓ
のしやすい環境をҡ持するとともに、実ޮ性ධ価によって
໌らかになった課題についてਅにऔり組Έ、ܧ続的にऔక
会および各ࢾ委員会のػ能上をਤっていきます。

AGCѴࢠは、औక会の任意のࢾػ関として、200�
年から「指໊委員会」と「ใु委員会」を設置しています。

ࠪは、औక会の΄か経営会議などの重要な会議に
ग़੮するとともに、දऔకとの会߹を定期的に開催する
ことで、औకの職務ࣥ行をࠪしています。また、会ࠪܭ
人や内部ػࠪ能を有するࠪ部と連ܞし、ࠪ結果な
どの֬ೝや意見ަを行い、ࠪの実ޮ性をߴめています。
なお、ࠪ4໊のうち�໊が社֎ࠪですʢ�ʣ。

AGCѴࢠの経営ࣥ行ػ能は、社長ࣥ行員ҎԼのࣥ
行員が୲っています。また、社長ࣥ行員のࢾػ関とし
て、経営会議を設置し、経営ࣥ行の意思決定および事業経営
のࢹについて審議しています。

事業ࣥ行においては、カンパニー（社内ٙࣅ分社）制をಋ
ೖしており、グローバル連結運営体制を࠾用するとともに、責
任とݶݖをカンパニーʗSBU（ઓ略事業୯Ґ）にେ෯に委ৡ
しています。

コーポレート・ガバナンス

ΊɺߴಈੑをػのߦӦࣥܦのಁ໌ੑͱࢹӦܦ
ίʔϙϨʔτɾΨόφϯεのڧԽɾॆ ࣮をਤͬています。

コーポレート・Ψバφンスの考え方 経営ࢹ体制

経営ࣥ行体制

औక会のߏͱػ

औక会の࣮ޮੑධՁ

ػͱߏҕһ会ɾใुҕһ会の໊ࢦ

ࠪ会のߏͱػ

ʢ�ʣ201�年�݄�0現在

ʢ�ʣ201�年�݄�0現在

ʢ�ʣカンパニーはച上ߴが֓Ͷ2,000ԯԁをえ、グローバルに事業を展開する事業୯ҐとҐ置ͮけており、現在、「ビルσΟング・࢈業Ψラス」「ΦートモーテΟϒ」「ిࢠ」「化ֶ品」の4つのカンパニーを設置。そ
れҎԼのنの事業୯ҐはSBU（ઓ略事業୯Ґ：ストラテジックビジネスϢニット）としてҐ置ͮけています。

֤ҕһ会のਓɾ ɾׂ։࠵ճ（2016年）

औక会の֓ཁ（2016年）

ࠪ会の֓ཁ（2016年）
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を໌֬にすΔこͱػߦӦࣥܦͱػࢹӦܦ˔

をػߦࣥۀࣄͱػに͓͚ΔίʔϙϨʔτߦӦࣥܦ˔
໌֬にすΔこͱ

コーポレート・ガバナンスମ੍ͷ֓ཁ（201�年�݄�0現在）
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や、コーポレート・Ψバφンスに関する見に基ͮき、ಠཱしݧ
た٬観的なཱ場から、経営全ൠに対するࢹやॿ言を行い

ます。また、औక会の議長は、ݪଇとして、社֎औకが務
めることとしています。

औక会の࣮ޮੑධՁのํ๏
AGCѴࢠは、ຖ年、औక会においてその実ޮ性を分
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るすべてのऔకによる自ݾධ価のࣜܗをとりました。
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により、औక会の実ޮ性のධ価を行いました。そのޙ、औక
会においてそれらのධ価結果をূݕし、औక会の実ޮ
性を上さͤるための施策を議しました。

ධՁ݁Ռの֓ཁͱޙࠓのऔりΈ
上هධ価の結果、AGCѴࢠのऔక会およびࢾ委

員会は、গ人でΦープンなงғ気のԼ、ੵ 的な議がۃ
行われており、適な運営で実ޮ性がे分に֬保されている
とධ価されました。

Ұ方、社֎औకに対するIR活動のใࠂやઓ略的議の
ॆ実についてվ善の༨があることも໌らかになりました。

委員会の適な運営体制や議ࢾもऔక会やޙࠓ
のしやすい環境をҡ持するとともに、実ޮ性ධ価によって
໌らかになった課題についてਅにऔり組Έ、ܧ続的にऔక
会および各ࢾ委員会のػ能上をਤっていきます。

AGCѴࢠは、औక会の任意のࢾػ関として、200�
年から「指໊委員会」と「ใु委員会」を設置しています。

ࠪは、औక会の΄か経営会議などの重要な会議に
ग़੮するとともに、දऔకとの会߹を定期的に開催する
ことで、औకの職務ࣥ行をࠪしています。また、会ࠪܭ
人や内部ػࠪ能を有するࠪ部と連ܞし、ࠪ結果な
どの֬ೝや意見ަを行い、ࠪの実ޮ性をߴめています。
なお、ࠪ4໊のうち�໊が社֎ࠪですʢ�ʣ。

AGCѴࢠの経営ࣥ行ػ能は、社長ࣥ行員ҎԼのࣥ
行員が୲っています。また、社長ࣥ行員のࢾػ関とし
て、経営会議を設置し、経営ࣥ行の意思決定および事業経営
のࢹについて審議しています。

事業ࣥ行においては、カンパニー（社内ٙࣅ分社）制をಋ
ೖしており、グローバル連結運営体制を࠾用するとともに、責
任とݶݖをカンパニーʗSBU（ઓ略事業୯Ґ）にେ෯に委ৡ
しています。

コーポレート・ガバナンス

ΊɺߴಈੑをػのߦӦࣥܦのಁ໌ੑͱࢹӦܦ
ίʔϙϨʔτɾΨόφϯεのڧԽɾॆ ࣮をਤͬています。

コーポレート・Ψバφンスの考え方 経営ࢹ体制

経営ࣥ行体制

औక会のߏͱػ

औక会の࣮ޮੑධՁ

ػͱߏҕһ会ɾใुҕһ会の໊ࢦ

ࠪ会のߏͱػ

ʢ�ʣ201�年�݄�0現在

ʢ�ʣ201�年�݄�0現在

ʢ�ʣカンパニーはച上ߴが֓Ͷ2,000ԯԁをえ、グローバルに事業を展開する事業୯ҐとҐ置ͮけており、現在、「ビルσΟング・࢈業Ψラス」「ΦートモーテΟϒ」「ిࢠ」「化ֶ品」の4つのカンパニーを設置。そ
れҎԼのنの事業୯ҐはSBU（ઓ略事業୯Ґ：ストラテジックビジネスϢニット）としてҐ置ͮけています。

֤ҕһ会のਓɾ ɾׂ։࠵ճ（2016年）

औక会の֓ཁ（2016年）

ࠪ会の֓ཁ（2016年）
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औక 定ใुݻ ݄ྫใु すべてのऔక

ࠪ 定ใुݻ ݄ྫใु すべてのࠪ

業績連動
ใु

業績連動༩ ࣥ行員を
݉務するऔక

ܕใुࣜג
ストックΦプγョン

社֎औకを
আくऔక

ใुのछྨ ରऀڅࢧ
֤һに͓ Δ͚ใुのߏ

औక

͏ͪ 社֎औక

ࠪ

͏ͪ 社֎ࠪ

�

�
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�

ਓʢ໊ʣڅࢧ
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૯څࢧ ʢֹඦສԁʣ

֤һに͓ Δ͚ใुのڅࢧਓɾڅࢧ૯ （ֹ2016年）

をࡐのͨΊɺଟ༷Ͱ༏लなਓ্ஙͱߏ૪༏Ґのڝ˔
Ҿき͚ɺ֬ อしɺใすΔこͱのͰきΔใु੍Ͱ͋Δこͱ

をଅਐすΔͱͱもにɺ্ଓతな࣋Ձのۀا˔
ͦれにΑりגओのօ༷ͱܦӦऀのརӹをڞ༗すΔ
ใु੍Ͱ͋Δこͱ

˔"($άϧʔϓの࣋ଓతなൃలをࢦしͨܦӦઓ্ུの
づ͚Δใु੍Ͱ͋Δこͱػඪୡをಈۀ

˔ใु੍のܾఆϓϩηεɺ؍٬తͰ
ಁ໌ੑのߴいものͰ͋Δこͱ

AGCѴࢠは、ใुݪଇとして、員ใु全ൠに関わる
基ຊ的な࢟および考え方を定めています。

औకおよびࠪのใुはҎԼのとおり構成されてい
ます。

当社औకは、期・த期・長期のࢹで経営を୲い、
AGCグループの持続的なൃ展と企業価値上を実現するこ
とを目指しており、業績連動ใुにおいても各期ؒのバラン
スを考ྀしたものとしています。૯ใुにめる各業績連動
ใुのׂ߹は、標準ࢧֹベースで֓Ͷ݄ྫใ ：ु༩：ג
ࣜใुܕストックΦプγョンを2：1：1としています。

औకの業績連動ใुのうち、༩は、୯年およびத期
的な業績目標ୡ成の意ཉをさらにߴめることを目的とし
て、୯年およびத期経営ܭը期ؒの連結業績に応じ、ݪ
ଇ、標準ࢧֹに対してʶ100ˋのൣғ内で変動する仕組
Έとしています。また、ࣜגใुܕストックΦプγョンは、ג価
変動のメリットやリスクについてもגओのօ༷と共有し、த長
期での業績および企業価値上の貢献意ཉや࢜気を
上さͤ ることを目的としています。

ใु委員会において、ใुݪଇを౿まえ、औకおよびࣥ
行員のใु制・ਫ準などを審議し、औక会に提Ҋする
とともに、ใुࢧ結果をূݕすることによって、ใुの決定
プロセスに関する٬観性およびಁ໌性をߴめています。

AGCѴࢠは、会社๏に対応し、コンプライアンス体制をؚ
めた適正な業務行の仕組Έをվめて֬ೝするため、2006
年5݄に「内部౷制に関する基ຊ方針」を制定しました。

また、ۚ ༥品औҾ๏に基ͮく内部౷制ใࠂ制のಋೖ
にい、「AGCグループࡒ務ใࠂにる内部౷制実施نఔ」
を定め、ࡒ務ใࠂにる内部౷制をඋ・運用しています。

コーポレート・ガバナンス

ใु制

取締役・監査役および執行役員

औక

内部౷制

һใुにؔすΔجຊతなߟえํ

һใुのߏ

ࣥ行員 ࠪ

ใुのܾఆϓϩηε

代දऔక
会
ੴଜ 

औకʢ社֎ʣ
ࢠ խߐ

औకʢ社֎ʣ
୩ ࢙ؓ

औకʢ社֎ʣ
ଜ 

代දऔక
社ࣥߦһ
$&0
ౡଜ ୖ࠸

औక
ৗࣥߦһ
$50
ฏҪ ྑయ

औక
ৗࣥߦһ
$'0
 ৳ೋٶ

2014年�݄બ任ɹ
指໊ʗใु委員会メンバー
ҰڮେֶେֶӃ ֶڀݚՊڭत
౦ژւ上ホールσΟングス（ג）
社֎औక
社֎औక （ג）࢈Ҫෆ動ࡾ

２̌ ̍̓ 年̏ ݄બ任
指໊ʗใु委員会メンバー
ాༀ品業（ג） औక会長
౦ྗిژホールσΟングス（ג） 社֎औక

201�年�݄બ任
指໊ʗใु委員会メンバー
ຊたばこ࢈業（ג） ސ
ଜホールσΟングス（ג）
社֎औక

IHI 社֎औక（ג）

ཽ�
ؙ߁�史ʢ社֎ʣ
�పʢ社֎ʣݪ
Տଜ�തʢ社֎ʣ

201�年�݄�0現在

事業開部長
ਿຊ�थ
資材ŋྲྀ部長
ྛ�จ໌
ΦートモーテΟϒカンパニー 
γニアバイスプレジσント
ౡࠀ�จ
経ཧŋࡒ務部長
പ୩�ढ़
化ֶ品カンパニー 
ٕज़౷ׅຊ部長
ฏԬ�ਖ਼࢘

化ֶ品カンパニー
基ૅ化ֶ品事業ຊ部長 
լ�࿕ݹ
経営企ը部 ઓ略企ըࣨ長 
ࡾݡ�ࢁ
化ֶ品カンパニー
能化ֶ品事業ຊ部長ػ
ື�ਸᯩ
ビルσΟング・࢈業Ψラスカンパニー 
アジア事業ຊ部長
ా�խ
人事部長  
࿄ࢤ�
ΦートモーテΟϒカンパニー
ถभ事業ຊ部長  
ਿࢁ�ୡ
カンパニーࢠి
  部材事業ຊ部長ࢠి
ਿٱ�ࢁ
ΦートモーテΟϒカンパニー 
Ԥभ事業ຊ部長
δϟϯ�ϚʔΫ�ϜχΤ

ビルσΟング・࢈業Ψラスカンパニー 
γニアバイスプレジσント
େҪڡ�೭
૯務部長
্�ਅҰ
AGCセラϛックス（ג） 社長
ౡඌ�໌৳
ٕज़ຊ部 ઌٕज़ڀݚॴ長
୍�۩
AGCグループアジアパγϑΟック
૯ද 
�ެҰࢢ
ٕज़ຊ部 生ٕ࢈ज़部長 
Ҫ্࣎�
ٕज़ຊ部 品開ൃڀݚॴ長  
ลߦ�
カンパニーࢠి
σΟスプレイ事業ຊ部長
ϊ্ �ਖ਼߶

һߦࣥ
CEO
ౡଜ�ୖ࠸

ࣾࣥߦһ 

ΦートモーテΟϒカンパニー
プレジσント
ੴՏٱر�
ビルσΟング・࢈業Ψラスカンパニー 
プレジσント
δϟϯ�ϑϥϯιϫ�ΤϦε
C5O
ٕज़ຊ部長
ฏҪ�ྑయ
C'O
経営企ը部長
安全保ো༌ग़ཧຊ部長
�৳ೋٶ
 カンパニー プレジσントࢠి
খྛ�ળଇ
化ֶ品カンパニー プレジσント 
ࠜຊ�ਖ਼ੜ

ৗࣥߦһ
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औక 定ใुݻ ݄ྫใु すべてのऔక

ࠪ 定ใुݻ ݄ྫใु すべてのࠪ

業績連動
ใु

業績連動༩ ࣥ行員を
݉務するऔక

ܕใुࣜג
ストックΦプγョン

社֎औకを
আくऔక

ใुのछྨ ରऀڅࢧ
֤һに͓ Δ͚ใुのߏ

औక

͏ͪ 社֎औక

ࠪ

͏ͪ 社֎ࠪ
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૯څࢧ ʢֹඦສԁʣ
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ৗࣥߦһ
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1907
兵 庫 県 尼 崎にて
旭硝子株式会社
を創立（画像は創
業者の岩崎俊彌）

1914
英国向けに初めて板ガラスを輸出
1917
本社を東京へ移転

1909
ベルギー式手吹円
筒法により日本で
初めて板ガラスの
工業生産を開始
1916
溶解窯に用いる耐
火煉瓦の長寿命化
に向けて自社生産
を開始

1917
板ガラスの主原料であるソーダ灰の自社生
産を北九州で開始

1925
中国に昌光硝子を設立。旭硝子初の海外ビ
ジネスがスタート

1933
創立25周年を記念し、財団法人旭化学工
業奨励会（現 旭硝子財団）を設立
1937
東京株式取引所に株式上場

1928
フルコール式による普通板ガラスの生産を
開始
1933
アンモニア法による苛性ソーダの生産を
開始

1938
強化ガラス、合わせガラスの生産を開始
1939
伊保工場にて耐火煉瓦の生産を開始

1914-1918
第一次世界大戦

1923
関東大震災発生
1929
アメリカで世界恐慌発生
1939-1945
第二次世界大戦

1952
インドネシアと電解苛性ソーダのプラント輸
出契約を締結
1955
品質管理の技法をいち早く導入し、デミング
賞実施賞を受賞

1956
インドにガラス製造会社を設立。民間他社に
先駆けて海外事業を展開
1957
創立50周年を記念し、財団法人旭硝子奨学
会を設立

1954
複層ガラス「ペヤグラス®」の生産を開始
1955
テレビのブラウン管用ガラスバルブの生産を
開始

1956
需要急増に応えて自動車用加工ガラス事
業に本格進出

1951
サンフランシスコ講和条約締結
1953
テレビ放送が開始
1954-1957
神武景気

1964
タイの板ガラス市場に参入

1972
インドネシアでガラス事業を開始

1961
プロピレンオキサイド・プロピレングリコール
の生産を開始
1966
平坦で大きなガラスをつくれる新技術・フ
ロート法による板ガラスの生産を開始

1972
撥 水 撥 油 剤「アサヒ
ガード®」、フッ素樹脂

「AflonTM COP」を
開発
1975
苛性ソーダ製造用の
イオン交換膜「フレミオ
ン®」電解法を開発

1960
カラーテレビの本放送開始
1964
東海道新幹線開業、東京オリンピック開催
1970
日本万国博覧会（大阪万博）開催
1973、1979
オイルショック（第一次、第二次）

1981
ベルギーのGlaverbel
社を買収。欧州の板
ガラス市 場に本 格
参入
1985
米国の自動車用ガラス事業に本格参入
1986
インドネシアでのクロールアルカリ事業に
本格参入
1997
ロシアのガラス市場に参入

1980
イオン交換膜法による新電解技術「AZEC 
システム」を開発
1982
塗 料 用フッ素 樹 脂

「ルミフロン®」の生
産を開始
1990
透明フッ素樹脂

「CYTOP®」を開発
1995
TFT液晶用ガラスの生産を開始

1983
インターネットが誕生
1985
プラザ合意
1993
欧州連合（EU）発足
1997
京都議定書採択

2002
グループビジョン   を
策定。カンパニー制を導入
2007
創立100年を機にグループ
ブランドを「AGC」に統一
2013

“南米で最も環境にやさしい”ブラジル工場
が竣工。ブラジルの板ガラス市場に参入
2013
東南アジア地域での事業拡大を見込みシン
ガポールに地域統括拠点を設置
2015
経営方針AGC plusがスタート
2016
モロッコに自動車用ガラス生産拠点を設置
インド・ドバイに情報収集・マーケティング拠
点を設置

2003
地上デジタル放送開始
2008
リーマン・ショック発生
2011
東日本大震災発生
2014
FIFA ワールドカップブラジル大会開催

2005
自動車ドア用赤外線カットガラスの販売を
開始
2008
高機能フッ素樹脂フィルム「アフレックス®」が
北京開催の世界的スポーツイベント施設に
採用
2011
スマートフォン・タブレット向 けガラス

「Dragontrail®」を全世界に向けて販売を
開始
2011
自 動 車ドア用 強 化
ガラス「 U Vベール
Premium Cool on®」
の販売を開始
2015
環境負荷の低い次世代の自動車用冷媒
HFO-1234yfの供給を開始

沿革

100余年の歴史を越えて――これからも新しい時代の
豊かな社会づくりに貢献していきます。

グローバル経営の発展

製品・技術の進化

創生期 成長・拡大期 グローバル経営体制へ
1900~ 1920~ 1940~ 1960~ 1980~ 2000~
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企業姿勢をはじめ事業戦略・
事業活動などを幅広く紹介

AGC グループに関する情報を
幅広く、詳しく、タイムリーに発信

AGC グループが果たす
社会的責任を網羅的に報告

●報告対象期間 2016 年度（2016年1月～12月） 一部の情報は
 2015 年度および2017 年度の内容を含みます。

●報告対象組織 旭硝子（株）および連結対象の国内外グループ会社204 社

2017年4月（前回発行日 2016年4月）

将来に関する予測・予想・計画について　本レポートは、編集段階で入手できる最新の情報に基づいて作成していますが、将来予測などの情報については、事業環境の変化などにより、結果や事象
が予測とは異なる可能性があります。あらかじめご了承ください。

関連情報　　WEB このマークが付いている内容は、関連情報が「AGC 旭硝子ホームページ」（www.agc.com）に掲載されています。

●文中の主な表記と報告対象
  グループ/当社グループ 左記の「報告対象組織」と同様
  グループ（日本） 旭硝子（株）を含む国内のグループ会社
  旭硝子/当社 旭硝子（株）（単体）

（注）ESG 調査会社など

非財務データおよびCSR 活動に
係る各種方針・推進体制を報告

（PDF 版のみ）

AGC グループに関する情報を
幅広く、詳しく、タイムリーに発信

各ステークホルダーを対象とした主なコミュニケーションツール

報告対象範囲

レポート2017
（本レポート）

お客様（一般消費者を含む）

旭硝子 ホームページ
www.agc.com

すべてのステークホルダーの皆様

発行日

CSR ホームページ
www.agc.com/csr/

CSR 関連専門家（注）、CSR に関心があるステークホルダーの皆様

CSR 情報 資料編

フィナンシャル・レビュー

株主・投資家の皆様
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〒100-8405 東京都千代田区丸の内1-5-1
 経営企画部 広報・IR室
電話：03（3218）5603  FAX：03（3218）5390

この印刷物に使用している用紙
は、森を元気にするための間伐と
間伐材の有効利用に役立ちます。
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